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≪学校教育目標≫ 

 
自らの考えをつくり、協働しながら
活動し社会に貢献する児童の育成 
 
 

                       

 

   

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校じゃんけん列車 

 

 

花吹雪でお見送り 

主体・協働・挑戦が大きく育った令和 6年度 ご協力ありがとうございました。 

１ ６年生卒業おめでとう 「主体」「協働」「挑戦」の心を教えてくれてありがとう。 

1 （主体・協働） 6年生を送る会 
２月２８日（金）5年生が中心となって企画し、全員で協力して実施しました。 
各学年が工夫して、6年生に今までの感謝の思いを、心を込めて伝えました。 
6 年生の「大原小庁」の取組は、美作市を動かしました。ガードレール、「てごたく」。まだまだ、「防災マッ
プ」「美化ポスター」「移動販売車」「木酢液」も完成に向け、最後まで動いています。 

 
送る会では、入学したときの姿も映し出され、「大原小でこんなにも大きく立派になってくれてありがと
う！」という感謝の思いで胸がいっぱいになりました。大原小で自分たちの納得解を見つけてきた６年生。 
卒業おめでとう。「みなさんだけの正解を探しに行ってください。よーい。はじめ」 
 

6 年生の合言葉は「実り」 
 
大原小庁の取組「てごたく」ポスタ
ーが美作市役所HPにも掲載中 

 

協 働 

他行力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 祝「第４８回山陽新聞桃太郎賞受賞」５年生「大原祭り盛り上げ隊」 

3月９日（日）山陽新聞社さん太ホールにて、授賞式。たぶん「3年連続は史上初！」 

「大原祭りお菓子チーム」4人の児童が、能登半島穴水町の穴水小学校へお菓子を送り、オンライン交流に繋がっ

た取組を発表しました。子供達自身が地域から学び、地域のために考え、学校での学びを地域に活かそうと「ゼロから

イチに実現」してきたことを 300人の観客を前に誇りを持って発表しました。３０日に「桃太郎賞特集号」お楽しみに 

3 月 7日チャレンジデー 
６年生は、R6中１が受けた問題に 
５年生は R6 小６が受けた問題に、 
２年生から次の学年が受けた問題にチャレンジデー 
1年生もミニテストにチャレンジ 
同じ問題にチャレンジしたり、小問ごとにテストをしたりな

ど、何度も同じ問題を解いて、解き方を学びます。今日より明
日。明日より明後日とがんばっています。                                  

① ★「誰に向かって伝えたいの？」 

② ★「何のために伝えるの？」 

３【新】「メディアコントロール週間→自高力アップ週間」秘策のかずかず！ 

児童会選挙を受けて→めざすのは「自治」主体・協働  

 

秘策２ 

うまくいく方法を言語化 

学びの足跡を残す 
秘策１ 

目標・内容・ふりかえりが具体的 

学びの足跡を残す 

秘策３ 

計画を立てることで、 

「昨日より今日」をめざす 

秘策４：「け・テ・ぶ・れ」 

け：計画 て：テスト ぶ：分析 

れ：れんしゅう 

「昨日より今日」をめざす 


